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研究成果の概要（和文）：　本研究では、モデル魚種の摂食行動と情動行動に及ぼす神経ペプチドやモノアミン類など
の影響について精査した。その結果、オレキシンＡとコレシストキニンは摂食調節作用のみならず、不安様行動を増強
する作用を有することを見出した。さらにキスペプチンについて検討したところ、生殖制御機能に加えて情動行動に影
響を及ぼす可能性が見出された。モノアミン類のドーパミンとセロトニンおよびGABAが摂食行動や情動行動に影響を与
えることが判った。遺伝子改変動物の行動観察についても研究を進めた結果、ステロイドホルモン受容体遺伝子改変魚
種の行動が変化することを定量的に観察した。

研究成果の概要（英文）：　Some hypothalamic neuropeptides, such as orexin, cholecystokinin and 
kisspeptin, monoamine neurotransmitters, such as dopamine and serotonin, and gamma-aminobutyric acid have 
been implicated in the regulation of appetite and energy homeostasis. In this study, we found that these 
substances also influence psychomotor activity in fish model.

研究分野： 比較神経内分泌学

キーワード： 情動　摂食　行動　モデル魚種
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１．研究開始当初の背景 

有益あるいは有害な環境刺激によって脳

内に生じた快情動あるいは不快情動は、餌な

どに対する探索・接近行動や脅威に対する不

安・攻撃・逃避行動などの情動行動として現

れる。申請者は遺伝子組み換えが容易かつゲ

ノムデータベースが充実している小型魚類

の摂食行動と遊泳パターンを定量化できる

実験方法や小さな脳内に極微量の試験物質

を投与する実験方法を確立して、比較的単純

な中枢神経系を備える小型魚類の摂食行動

と情動行動の調節に着目した研究に取り組

んできた。これらの研究により、摂食行動が

快情動により促され、一方、不快情動により

抑えられることを見出した（Matsuda, Ann NY 

Acad Sci 2011）。これは、摂食行動と情動行

動が脳内で密接にリンクしながら調節され

ていることを示唆している。しかしながら、

魚類の摂食行動と情動行動が脳のどこで、何

によって制御されるのかに関する情報は非

常に希薄であった。 

２．研究の目的 

動物にとって、個体の生命を維持する上で

摂食行動と情動行動は必要不可欠な本能行

動である。申請者は魚類の摂食・情動行動を

評価できる実験系を開発・確立して実験を進

めたところ、摂食行動と情動行動が密接に関

係する可能性を見出した。しかし、魚類も含

めて脊椎動物における摂食と情動の制御に

働く脳のしくみに関する情報は非常に希薄

である。そこで、本研究ではモデル魚種の特

徴を活かして、魚類の摂食と情動を制御する

神経基盤を明らかにするための研究を展開

した。国内外にこの取り組みのような研究は

無く、本研究は摂食と情動を制御するニュー

ロンや脳内分子の解明に初めて道を切り開

くことができると考えられた。 

３．研究の方法 

モデル魚種の摂食・情動を司る中枢と摂

食・情動の制御に関与する神経基盤を解明す

るために、次の実験を実施した。 

（１）脳内への神経ペプチド、モノアミン類

および向精神薬物の投与後の摂食行動や情

動行動の変化を調べ、さらに脳内のどの部位

やニューロンが活性化するのかを形態学的

に探った。 

（２）上記の状態で活性化した脳部位やニュ

ーロンにおいて、どのような遺伝子が応答し

ているのか探った。 

４．研究成果 

本研究により、オレキシンＡとコレシスト

キニンは摂食調節作用のみならず、不安様行

動を増強する作用を有することを見出した。

さらにキスペプチンについて検討したとこ

ろ、生殖制御機能に加えて情動行動に影響を

及ぼす可能性が見出された。モノアミン類に

ついては、ドーパミンと GABA が摂食行動に

影響を与えることが判った。遺伝子改変動物

の行動観察についても研究を進めた結果、ス

テロイドホルモン受容体遺伝子改変魚種（岡

山大より入手）の行動が変化することを定量

的に観察することができた。 
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